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成分名 臭化カルシウム 

英 名 Calcium Bromide 

CAS No. 7789-41-5 

収載公定書 局外規 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7789-41-5  

 

投与経路 用途 

静脈内注射   安定（化）剤、等張化剤 

 

 

以下については該当文献なし 

１．単回投与毒性 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性 

６．局所刺激性 

７．その他の毒性 

 

８．ヒトにおける知見 

無防備の皮膚に臭化カルシウム液を曝した後に障害を受けた 2 例と臭化カルシウムの粉末に曝

した後に障害を受けた 1 例の症例報告。すべての被った皮膚障害は, 痛みがないことと, 障害の

全範囲にわたる遅発生の臨床症状によって特徴づけられる。更に治癒は, 移植片の消失まで困

難でかつ遅い。1) (Saeed et al., 1997)  
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